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未
来

へ
の飛
躍

同
窓
会
長杉

江

宗

商

三
年
生
の
皆
さ
ん
、
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

今
年
は
例
年
に
な

霊
家
雪
で
し
た
が
、
そ
れ
だ

け
に
春

へ
の
期
待
も
大
き
く
、
未
来

へ
と
飛
び
立

つ
皆
さ
ん
に
と
り
ま
し
て
は
、
キ
ラ
キ
ラ
と
朝
日

に
輝
く
雪
に
も
明
日

へ
の
思
い
を
懸
け
る
今
日
こ

の
頃
で
は
な

い
か
と
お
察
し
致
し
ま
す
。

昨
秋
に
は
、
校
舎
の
改
築
も
終
わ
り
、
木
の
香

り
漂
う
新
校
舎
で
、
授
業
を
受
け
ら
れ
る
と

い
う

環
境
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。

卒
業
後
は
上
級
学
校

へ
進
学
さ
れ
る
人
、
社
会

人
と
し
て
新
し
い
人
生
の
ス
タ
ー
ト
を
き
ら
れ
る

人
、
人
そ
れ
ぞ
れ
に
歩
ま
れ
る
道
程
は
異
な

っ
て

も
、
〓
一年
間
、
明
堂
長
根
で
学
ば
れ
た
知
識
と
友
と

培
わ
れ
た
友
情
の
輪
は
、
今
後
の
人
生
に
と

っ
て

大
き
な
礎
と
な
る
も
の
と
存
じ
ま
す
。

今
日
に
お
け
る
日
本
の
社
会
は
、
Ｉ
Ｔ
革
命
に

代
表
さ
れ
る
よ
う
に
大
き
な
変
化
の
時
を
迎
え
て

お
り
ま
す
。

「今
ま
で
は
こ
う
で
あ

っ
た
」
で
」
う
で
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
」
と

い
っ
た
既
成
概
念
は
通
用
し

な
い
場
面
も
多

々
あ
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
己
の

信
ず
る
道

（志
）
を
ひ
た
向
き
に
進
ん
で
ほ
し
い

も
の
で
あ
り
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
時
代
に
育

っ
た
若
者
は
、
自
分
の
殻
に
と

じ
こ
も
り
が
ち
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
社
会
は

人
が
支
え
あ

い
、
協
力
し
あ

っ
て
営
ま
れ
る
も
の

で
す
。
新
し

い
出
会

い
に
遭
遇
す
る
こ
と
に
よ
り
感
動

を
覚
え
、
共
鳴
す
る
こ
と
で
、
更
に
、
皆
さ
ん
は

人
間
と
し
て
成
長
す
る
も
の
と
確
信
し
ま
す
。
ど

う
か
自
己
の
能
力
を
信
じ
、
大
き
く
飛
躍
し
て
下

さ
ヽ
い
。
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ま
ほ
ろ
ば
の
国
庇
角
に
も
豊
か
な
稔
り
の
秋

が
訪
れ
た
今
日
の
よ
き
日
に
、
校
合
改
築
竣
工

並
び
に
創
立
八
十
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
で
き

ま
す
こ
と
は
、
誠
に
意
義
深

い
こ
と
で
あ
り
、

教
職
貝
、
在
校
生

一
同
、
こ
の
上
な

い
喜
び
で

あ
り
光
栄
に
存
ず
る
次
第
で
あ
り
ま
す
．

御
多
忙
中
の
と
こ
ろ
、
ご
臨
席
賜
り
ま
し
た

県
知
事
様
、
県
教
育
委
員
会
教
育
長
様
を
は
じ

め
と
す
る
ご
来
賓
各
位
、
校
合
改
築
工
事
関
係

者
、
同
窓
生
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
に
対
し
ま
し
て
、

心
か
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
承
知
の
通
り
、
本
校
は
地
域
の
皆
様
の
永

年
に
わ
た
る
願
望
が
実
り
、
大
き
な
期
待
を
担

っ
て
、
人
正
十
五
年
に
町
立
花
輪
実
科
高
等
女

学
校
と
し
て
、
花
輪
小
学
校
内
に
併
置
さ
れ
ま

し
た
。
昭
和
三
年
に
県
立
に
移
行
さ
れ
、
翌
昭

和
四
年
か
ら
建
築
を
始
め
た
校
合
が
新
円
町
、

現
在
の
あ
ん
と
ら
あ
の
地
に
昭
和
五
年
に
完
成

し
ま
し
た
。
木
造
三
階
建
て
ピ

ン
ク
色
の
校
舎

で
玄
関
の
上
に
は
バ
ル
コ
ニ
ー
が
あ
り
、
当
時

と
し
て
は
大
変
モ
ダ
ン
な
校
合
で
あ

っ
た
と
聞

い
て
お
り
ま
す
．

昭
和
三
十
二
年
、
学
制
改
革
に
よ

っ
て
男
女

共
学
の
花
輪
高
等
学
校
と
な
り
、
定
時
制
課
程

も
併
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
高
校
進

学
率

の
向
上
に
と
も
な

い
昭
和
四
十
二
年
に
、

現
在
の
校
地
で
あ
る
明
堂
長
根
の
高
台
に
新
校

合
移
転
新
築
工
事
が
始
ま
り
、
昭
和
四
十
五
年

に
落
成
を
祝

つ
て
お
り
ま
す
。

世
紀
の
か
わ
り
目
を
迎
え
、
一
一十

一
世
紀
に
、

よ
り

一
層
存
在
感
を
示
す
こ
と
の
出
来
る
学
校

を
目
指
し
て
、
校
合
改
築
の
機
連
が
高
ま
り
、

関
係
者
の
ご
尽
力
の
お
か
げ
で
、
平
成
十
三
年

か
ら
改
築
事
業
に
と
り
か
か
り
、
本
＝
、
新
校

合
の
竣
ｌｌ
記
念
式
典
の
＝
を
迎
え
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
本
校
と
し
て
三
代
目
に
な
る
新
校

合
は
、
広

い
中
庭
を
取
り
囲
む
よ
う
に
校
舎
を

配
置
し
、
体
育
館
に
は

一
六
Ｏ

ｍ
の
周
回
走
路

を
設
け
る
な
ど
、
お
互

い
の
心
が
通

い
合

い
、

大
変
機
能
的
な
設
計
に
な

っ
て
い
ま
す
し
ま
た

教
室
棟
は
木
造
に
し
、
腰
板
に
は
地
場
の
杉
板

を
使
用
す
る
な
ど
、
本

の
ぬ
く
も
り
が
あ
り
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
学
校
開
放
に
も
対
応
で
き

る
、
自
然
に
や
さ
し
く
人
に
優
し
い
、
素
晴
ら

し
い
校
合
と
な
り
ま
し
た
。
校
舎
改
築
の
み
な

ら
ず
、
そ
の
時
々
に
本
校
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

県
当
局
を
は
じ
め
、
庇
角
■
、
近
隣
町
村
、
地

域
の
皆
様
の
特
段
の
ご
配
慮
、
ご
支
援
が
あ

っ

て
、
は
じ
め
て
今
日
の
花
輪
高
校
が
あ
る
と
の

思
い
を
強
く
感
じ
、
改
め
て
深
く
謝
意
を
表
す

次
第
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
地
元
や
全
国
各
地

で
常
に
母
校
の
動
向
に
注
目
し
、
温
か
な
声
援

を
お
寄
せ
下
さ
る
同
窓
生
の
皆
様
、
歴
代
の
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
部
活
動
後
援
会
の
皆
様
、
そ
し
て
、
こ

の
よ
う
に
各
方
面
か
ら
大
き
な
期
待
を
寄
せ
ら

れ
る
学
校
に
ま
で
育
て
て
く
だ
さ

っ
た
歴
代
の

校
長
先
生
は
じ
め
教
職
員
に
対
し
、
衷
心
よ
り

故
意
を
表
し
ま
す
。

さ
て
在
校
生
の
皆
さ
ん
、
こ
の
よ
う
な
多
く

の
人
た
ち
に
よ

つ
て
支
え
ら
れ
、
多
く
の
人
た

ち
の
様
々
な
思
い
の
詰
ま

っ
て
い
る
八
十
年
に

わ
た
る
本
校
の
歴
史
を
、
誇
り
と
自
信
を
持

っ

て
、
し

つ
か
り
と
受
け
と
め
て
く
だ
さ
い
。
皆

さ
ん

一
人

一
人
が
、
今
そ
の
歴
史
を

つ
く

つ
て

い
る
の
だ
と
認
識
し
、
よ
き
伝
統
と
校
風
に
新

た
な
息
吹
を
与
え
、
そ
れ
を
次
の
世
代
に
引
き

継
ぐ
使
命
が
あ
る
の
だ
と
自
党
し
て
く
だ
さ

い
。
本
校
は
革
創
以
来
、
「
鹿
角
の
文
化
は
花

輪
高
女
か
ら
」
の
想

い
を
胸
に
、
高
等
女
学
校

校
歌

「愛
の
花
輪
」
の
中
で

「恒
の
こ
こ
ろ
」
、

「高
き
信
」
と
謳
わ
れ
て
い
る
、
「
つ
つ
ま
し
や

か
さ
」
と

「美
し
い
心
」
を
何
よ
り
も
大
切
に

し
て
来
ま
し
た
¨
男
女
共
学
後
は

「質
実
剛
健
」

「
雄
々
し
さ
」
も
伝
統
と
し
て
受
け
継

い
で
ま

い
り
ま
し
た
。
『八
十
年
、
生
徒
は
か
わ
れ
ど

変
わ
ら
ぬ
想

い
、
新
た
な
校
合
で
夢
を
育
む
』

の
テ
ー
マ
に
も
あ
る
よ
う
に
、
本
校
を

果̈
立

っ

て
い
っ
た

一
万
六
千
五
百
余
名

の
卒
業
生
の
、

そ
の
時
々
の
想
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
も
、
そ

れ
ぞ
れ
の
夢
の
実
現
に
努
め
、
文
と
武
の
両
面

を
迫
求
す
べ
く
、
「世
界
に
と
よ
ま
せ
む
」
「
世

界
を
み
ち
び
か
む
」
「
世
界
を
は
ぐ
く
ま
む
」

の
気
概
を
持
ち
な
が
ら
、
新
校
舎
に
新
た
な
花

輪
高
校
の
歴
史
を
刻
ん
で
い
っ
て
く
だ
さ
い
「

本
校
発
祥
の
地
で
あ
る
新
田
町
に
は
、
昭
和

五
年
、
生
徒
の
手
で
校
門
の
脇
に
植
え
ら
れ
た

二
本
の

「
し
だ
れ
社
」
の
み
が
残
り
、
八
十
年

の
年
輪
を
刻
み
、
優
雅
な
姿
で
今
な
お
青
々
と

葉
を
茂
ら
せ
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
明
堂
長
根
の

地
に
は
二
代
日
と
な
る

「
し
だ
れ
桂
」
の
本
が

植
え
ら
れ
、
環
太
平
洋
音
楽
祭
で
グ
ラ
ン
プ
リ

を
獲
得
し
た
吹
奏
楽
部
の
演
奏
を
聞
き
、
都
大

路
で
の
全
国
高
校
駅
伝
大
会
に
五
回
の
出
場
を

誇
り
、
浅
利
純
子
選
手
を
輩
出
し
た
陸
上
競
技

部
や
全
国
高
校
総
体
や
国
体
、
世
界
ジ

ュ
ニ
ア

選
手
権
等
で
数
々
の
優
勝
を
成
し
遂
げ
た
ス
キ

ー
部
な
ど
の
部
活
動
に
熱
心
に
取
り
組
む
、
花

高
生
の
日
々
の
学
校
生
活
を
見
守

っ
て
き
ま
し

た
。
新
校
合
の
完
成
を
待

っ
て
、　
一
本
の

「
し

だ
れ
桂
」
の
本
を
、
三
代
日
と
し
て
校
合
の
側

に
移
し
替
え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
こ
の

「
し

だ
れ
桂
」
の
本
が
皆
さ
ん
の
登
ド
校
や
日
々
の

活
動
を
見
守
り
な
が
ら
、
皆
さ
ん
と
共
に
成
長

し
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

私
ど
も
教
職
員
も
、
花
輪
高
校
が
し

っ
か
り

と
地
域
に
根
を
張
り
、
枝
を
広
げ
、
業
を
繁
ら

し
発
展
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
豊
か
な
人
間
性

を
育
む
特
色
あ
る
学
校
教
育
の
創
造
に
、
こ
れ

ま
で
以
上
の
努
力
を
も

つ
て
取
り
組
む
決
意
を

新
た
に
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
関

係
の
皆
様
の

一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
順

い
申
し
１１
げ
、
式
辞
と
い
た
し
ま
す
．
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平 成 16年度 同窓 会 決 算 書
平 成 16年4月 1日 ― 平 成 17年3月 31日

平 成 17年度 同窓 会 予 算 書
平 成 17年4月 1日～ 平 成 18年3月 31日

●収入の部

項  目 本年度予算審前年度予算寄 増 減 摘  要

1.1会  費 2,073.142 2.071,731 1.411

(1)会費 1,400,000 1.400,000 0 同 窓生 会 費

(2)入会 金 673142 671.731 1411 477*120「
11*12

2.繰越 金 341,854 397.801 ∠ゝ 55,947

3.雑収入 504 468

合 計 2.415.500 2470.000 ∠ゝ 54500

●収 入 の部

項  目 本年度予算額 本年度決算額 増 減 摘  要

1.1会  費 2,071,731 2,048,680 ∠ゝ 23,051

(1)会 費 1.400000 1369960 ∠ゝ 30040 同 窓生 会 費

(2)入会 金 671,731 678,720 6.989 1411人 *2401]

2.繰越 金 397,801 397,801

3.雑収 入 468 1925 1457 禾U′息

合  計 2,470,000 2,448,406 △ 21,594

● 支 出の部

項  目 本年度予算解 前年度予算霧 増 減 摘  要

1.会議 費 40,000 50,000 ∠ゝ 10,000 総 会

2.会務 費 800.000 890.000 ∠ゝ 90000

旅  費 230,000 280,000 ∠ゝ 50,000 支 部 総 会

(2 消耗 品費 20000 30,000 ∠` 10,000 のし袋タンクシ~ルイJ`
(3 通信 費 520.000 530000 ∠ゝ 10000 切 手・送 料

(4 払込手数料 30.000 50.000 ∠ゝ 20.000 郵便振替手数料

3.事業 費 660,000 690,000 ∠ゝ 30,000

E口昴りう壽 520000 500000 20_000 同窓会報他印刷代

(2 記念品費 100.000 120.000 ∠ゝ 20.000 卒業生へ記念品

(3 広 告 費 30000 50,000 ∠ゝ 20,000 年 賀 他

(4 行 事 費 10000 20000 ∠ゝ 10000 同窓会入会式

4.渉外 費 100.000 120.000 ∠ゝ 20.000

(1)負担 費 10,000 10.000 0 在京同窓会連合会費

(2)渉外 費 60000 80000 ∠ゝ 20,000 祝 賀 会等

(3)慶弔 費 30,000 30.000 0 祝 電・弔電 他

5.助成 費 450,000 350,000 100,000 部 活 動 後 援 会

(1)部活動助成費 350000 300_000 50,000

(2)支部助成費 100,000 50.000 50000 支 部 活 動 費

6.備品 費 13.000 13,000 0 卒 業 アルバ ム

7.積立 金 300000 300,000 0 定期 預 金

8.雑  費 7.000 7.000 0

9.予備 費 45.500 50,000 ∠ゝ 4.500

合  計 2.415500 2,470,000 ∠ゝ 54,500

● 支 出の部

項  目 本年度予算額 本年度決算額 増 減 摘  要

1.会議 費 50000 11.267 ∠ゝ 38733 同 窓 会総 会

2.会務 費 890,000 723,835 △166,165

(1)旅  費 280,000 258_800 ∠ゝ 21200 宮城支部総 会

(2)消耗 品費 30000 7.255 △ 22.745 写 真 代 他

(3)通信 費 530,000 436,900 △ 93.100 同窓会報送料他

(4)払込手数料 50,000 20.880 ∠ゝ 29.120 郵便振替手数料

3.事業 費 690000 610.850 ∠ゝ 79150

(1)E口昴」ぅ寄 500,000 511,301 11.301 会報・趣旨書・他

(2)記念品費 120,000 95_674 ∠ゝ 24326 卒業生へ記念品

(3)広告 費 50000 3.875 △ 46125 応援 広 告

(4)行事 費 20,000 0 ∠ゝ 20,000

4.渉夕l費 120,000 48,000 ∠ゝ 72,000

(1)負担 費 10000 0 ∠ゝ 10000

(2)渉外 費 80.000 48.000 ∠ゝ 32.000 支部総会等出席

(3)慶弔 費 30,000 0 ∠ゝ 30,000

5.助成 費 350000 370.000 20000
`卜

,「」lJ後 |■ ,こ 、

6.備品 費 13.000 12.600 △400 牢二じたアルバム

7.積立金 300,000 300,000 0 定 期 預 金

8.雑  費 7000 0 ∠ゝ 7000

9.予備 費 50000 30.000 ∠ゝ 20.000

合  計 2.470.000 2.106,552 △363,448

収 入総 額 支 出総 額 差 引残 高

2.448406 2.106552 341854

ト
リ
コ
観
戦
囲

二
人
が
か
つ
て
所
属
し
て
い
た

鹿
角
ジ
ャ
ン
プ
少
年
団
副
団
長

渋

谷

久

夫
笙

イ
タ
リ
ア
北
部
の
都
市
ト
リ
ノ
は
、
フ
ラ
ン
ス
文
化
の
影
響
を
受
け
た
十
七
世

紀
に
は
サ
ヴ
オ
イ
ア
公
国
の
首
都
と
も
な
り
、
華
麗
な
バ
ロ
ツ
ク
芸
術
が
花
を
咲

か
せ
た
、
そ
の
時
代
の
荘
厳
な
建
造
物
が
残
る
。
そ
の
ト
リ
ノ
よ
り
北
西
約

一
五

〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
車
で
二
時
間
半
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
国
境
近
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ア
ル

プ
ス
の
標
高
五
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々
に
囲
ま
れ
た
山
岳
観
光
の
メ
ッ
カ
、

プ
ラ
ジ
ェ
ラ
ー
ト
と
い
う
山
村
に
ノ
ル
デ
ィ
ツ
ク
会
場
が
あ
る
。
快
晴
の
紺
碧
の

空
、
気
温
マ
イ
ナ
ス

一
五
℃
、
彼
ら
が
夢
に
ま
で
見
た
世
界
の
ひ
の
き
舞
台
が
、

雄
大
な
バ
ツ
ク
ス
ク
リ
ー
ン
の
中
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。
各
国
の
応
援
団
の
旗
が

乱
舞
し
、
歓
声
と
鳴
物
で
い
や
が
う
え
に
も
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
ム
ー
ド
が
高
ま
る
。

複
合
前
半
飛
躍
の
競
技
が
始
ま
る
。
初
出
場
の
畠
山
が
試
技
で
ト
ッ
プ
の
い
き

な
り
Ｋ
点
越
え
の
ア
ー
チ
を
描
く
。
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
ニ
度
目
の
小
林
は
い
ま
い
ち

の
調
子
の
よ
う
で
あ
る
が
、
落
ち
着
い
た
明
る
い
表
情
で
応
援
に
応
え
て
い
る
。

畠
山
が
１０
位
、
小
林
が
２３
位
、
畠
山
に
逆
に
入
賞
の
チ
ャ
ン
ス
あ
り
と
緊
張
感
が

災
い
し
た
の
か
、
後
半
の
距
離
で
は
板
の
滑
り
も
悪
く
、
身
体
の
き
れ
も
重
い
。

結
果
、
ず
る
ず
る
後
退
し
て
３２
位
。
小
林
は
後
半
の
距
離
が
得
意
、
自
信
と
は
恐

ろ
し
い
も
の
だ
。　
一
月
毎
に
順
位
を
上
げ
、
結
果
七
人
抜
き
で
１６
位
、
出
場
５０
名

中
立
派
な
成
績
で
あ
る
。

競
技
終
了
後
、
コ
ー
ス
の
途
中
で
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
し
て
い
る
両
選
手
と
逢
い
、

健
闘
を
讃
え
る
。
両
選
手
と
も
、
力
を
出
し
切

っ
た
爽
や
か
な
表
情
で
、
笑
顔
で

応
対
し
て
く
れ
た
。
「調
子
は
決
し
て
悪
く
は
な
い
の
で
、
こ
の
後
の
団
体
戦
や

ス
プ
リ
ン
ト
に
期
待
し
て
欲
し
い
。
」
と
、
明
る
く
語

っ
て
く
れ
た
の
が
好
印
象

と
し
て
残

っ
て
い
る
。
（２
０
０
６

・
２

・
Ｈ

現
地
に
て
）

畠山 陽輔 (写真右)
(H10度卒、大館市在住 )
花輪高校卒業後、早稲田大学に
学ぶ。現在秋田ゼロックスに勤
務。飛躍が得意。高校時代は真
面目で周囲にも気を配ることが
でき、後輩思いであつた。周囲
から絶大な信頼を受けていた。

小林 範仁 (写真左)
(H12度卒、札幌市在住)
花輪高校卒業後、日本大学に学
ぶ。現在東京美装興業に勤務。
走力は抜群。明るく陽気な性格
で友人も多かつた。競技へは前
向きに取り組み負けん気も強か
つた。1年生から頭角を現した。
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陸上競技部 監督 中 嶋 旦
二

１０
月
に
行
わ
れ
た
女
子
第
１７
回
全
国
高
等
学
校
駅

伝
競
走
大
会
秋
田
県
予
選
に
お
い
て
、
５
年
ぶ
り
４

回
目
の
優
勝
を
成
し
遂
げ
、
念
願
で
あ

っ
た
都
大
路

へ
の
出
場
を
呆
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
県
予
選

終
了
後
は
県
高
校
記
録
の
更
新

（１
時
間
１２
分
４８
秒
）

と
い
う
大
き
な
目
標
を
掲
げ
、
２
回
の
合
宿
と
試
走

を
経
て
、
上
り
調
子
で
レ
ー
ス
に
臨
み
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
数
日
前
に
降

っ
た
雪
も
ほ
と
ん
ど
消

え
、
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
ス
タ
ー
ト
。
初
め

て
の
大
舞
台
、
ま
た
、
１

・
２
年
生
中
心
の
若
い
チ

ー
ム
で
は
あ
り
ま
す
が
、
雰
囲
気
に
の
ま
れ
る
こ
と

な
く
１
区
か
ら
粘
り
強
い
走
り
を
し
、
１
時
間
１３
分

４８
秒
の
４３
位
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。
目
標
の
県
高
校

記
録
に
は
１
分
及
ば
ず
、
４３
位
と
い
う
順
位
で
は
あ

り
ま
す
が
、
県
勢
で
は
６
年
振
り
の
１
時
間
１３
分
台
。

１
人
１
人
が
１
本
の
欅
に
心
を
込
め
、
持
ち
前
の
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
を
生
か
し
、
持
て
る
力
を
全
て
出
し
切

っ
た
結
果
で
す
。
全
国
の
レ
ベ
ル
に
は
遠
く
及
ば
な

か

っ
た
も
の
の
、
個
々
の
選
手
が
全
国
の
レ
ベ
ル
を

肌
で
感
じ
、
今
後
に
繋
が
る
大
会
で
あ

っ
た
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
大
き
な
経
験
を
糧
に
日
々
の
練

習
に
励
み
、
県
予
選
の
連
覇
と
全
国
大
会
で
の
更
な

る
飛
躍
を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
会
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
全
国
各
地
の
同
窓
生

の
方
々
よ
り
、
温
か
い
ご
声
援
と
ご
支
援
を
頂
き
感

謝

の
気
持

ち
で
い
っ

ぱ

い
で
あ

り

ま

す

。

本
当
に
あ

り
が
と
う

ご
ざ

い
ま

し
た
。

結果一覧

区   間 氏名 (学年 ) 区間タイム (区間順位 )

第 1区 (6km) 田中 友麻 (1) 20分59秒 (39位 )

第 2区 (4,0975km) 橋本 美加 (3) 14夕}08矛少(36市 i)

第 3区 (3km) 小舘 彩佳 (1) 10分49秒 (43位 )

第 4区 (3km) 木村 香織 (2) 10分 20秒 (35位 )

第 5区 (5km) 相川 幸乃 (1) 17分32秒 (37位 )

総合成績 43位 -1時間13分48秒

◎
Φ
◎
⑩
ф

昨
年
末
の
寄
付
の
お
願

い
に
際
し
、

た
く
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
月
末
現
在
、
同
窓
生
の
方
々
で
郵
便

振
込
を
し
て
下
さ

っ
た
金
額
は
、　
一
〇

〇
万
円
を
超
す
額
と
な

っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
他
に
、
地
域
の
ご
家
庭
や
職

場
の
皆
々
様
か
ら
も
お
骨
折
り
い
た
だ

き
、
た
く
さ
ん
の
お
志
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
有
意
義
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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※同窓会名簿の見直し・

調整を予定しておりま

す。今後御協力をお願

いします。

第
五
十
八
期
．学
年
幹
瓢

（平
成
十
七
年
度
　
卒
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